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１．平成27年３月期の連結業績（平成25年11月１日～平成27年３月31日）

（注）当社の事業年度は、毎年11月１日から10月31日までの１年間としておりましたが、平成26年７月29日開催されました臨時株主総会の決

議により、毎年４月１日から３月31日までの１年間に変更となりました。このため、27年３月期決算の対前期増減率については記載し

ておりません。

２．配当の状況

３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日）
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(百万円未満切捨て)

（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期 20,656 ― 266 ― 253 ― △1,224 ―
25年10月期 15,112 8.3 373 △18.6 347 △10.3 16 △92.0

(注) 包括利益 27年３月期 △1,234 百万円( ―％) 25年10月期 62 百万円( △68.6％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

27年３月期 △222 80 ― △75.5 5.8 1.3

25年10月期 2 91 ― 0.7 6.4 2.5

(参考) 持分法投資損益 27年３月期 ―百万円 25年10月期 ―百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年３月期 3,665 1,041 25.5 170 27

25年10月期 5,061 2,296 43.4 400 06

(参考) 自己資本 27年３月期 935百万円 25年10月期 2,198百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

27年３月期 34 894 △573 677

25年10月期 324 △211 △482 322

年間配当金 配当金
総額
(合計)

配当
性向

(連結)

純資産
配当率
(連結)

第１

四半期末

第２

四半期末

第３

四半期末

第４

四半期末

第５

四半期末
期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

25年10月期 ― 0 00 ― 5 00 5 00 27 13.7 1.1

27年３月期 ― 0 00 ― ― ― 0 00 0 00 ― ― ―

28年３月期(予想) ― 0 00 ― 0 00 0 00 ―

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 3,200 ― 80 ― 72 ― 40 ― 7 27

通 期 8,000 ― 200 ― 180 ― 100 ― 18 19



※ 注記事項

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（３）発行済株式数（普通株式）

(参考) 個別業績の概要

１．平成27年３月期の個別業績（平成25年11月１日～平成27年３月31日）

（２）個別財政状態

※ 監査手続の実施状況に関する表示

・この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品

取引法に基づく財務諸表の監査手続は終了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（業績予想の適切な利用に関する説明）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期 5,614,600 株 25年10月期 5,614,600 株

② 期末自己株式数 27年３月期 118,650 株 25年10月期 118,500 株

③ 期中平均株式数 27年３月期 5,496,057 株 25年10月期 5,496,100 株

（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期 782 ― 258 ― △784 ― △1,550 ―

25年10月期 663 △22.9 347 △36.1 323 △30.1 46 △76.8

１株当たり当期純利益
潜在株式調整後

１株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

27年３月期 △282 13 ―

25年10月期 8 38 ―

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年３月期 2,147 868 40.4 157 98

25年10月期 3,129 2,457 78.5 447 11

(参考) 自己資本 27年３月期 869百万円 25年10月期 2,457百万円
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１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績・財政状態に関する分析

（連結経営成績サマリー）

（百万円未満切捨て）

（当期の経営成績）

当連結会計年度におけるわが国経済は、平成26年４月の消費税増税前の駆け込み需要の反動減に加えて、円安の進

行による輸入品を中心とした物価の上昇が個人消費を圧迫しておりました。しかしながら、政府の経済政策や金融政

策により緩やかな回復基調で推移しております。

そのような状況のなか、 当連結会計年度における当社グループの売上高は20,656百万円、営業利益は266百万円、

経常利益は253百万円、当期純損失は1,224百万円となっております。これは、営業利益、経常利益につきましては、

積極的な新卒採用を継続して行っていることにより販売費及び一般管理費が増加したものであること、および当社グ

ループにおける主力事業である移動体通信事業におきまして、総販売台数において堅調に推移しているものの、平均

粗利単価が低下したことが利益減の主な要因となります。また、繰延税金資産の取崩、前役員の不適切取引事件につ

いての損失引当て、当社および当社の連結子会社に計上されているのれんの減損損失の計上により、当連結会計年度

においては純損失を計上することとなりました。

なお、事業の種類別セグメントの業績は、以下のとおりであります。

① 移動体通信事業

移動体通信業界では、平成26年３月まで高額キャッシュバックによるのりかえ（MNP）顧客の獲得競争が過熱してお

りましたが、平成26年４月以降は落ち着きを見せております。そのような状況のなか、集客力の強化と顧客満足度の

向上に努めるべく積極的な従業員の採用と教育に注力する一方、不採算店舗の閉鎖を進めるとともに、効率的な店舗

運営を実現するため、親会社のグループ会社を含む数社へ一部店舗の移管を実施した結果、売上高は19,651百万円、

営業利益は398百万円となりました。

なお、ソフトバンク事業においては通信事業者から優良代理店に認定されたことから、今後は店舗の内装リニュー

アルや、同一商圏内でもより立地条件の良い物件に店舗を移管するなど、既存店舗の販売力強化を目指す環境を整え

ることができました。

当連結会計年度における直営店舗数につきましては以下の通りとなります。

（注）平成27年３月期第３四半期連結累計期間より、従来の「移動体通信店舗事業」のセグメント名称を「移動体通

信事業」に変更しております。

平成25年10月期 平成27年３月期 増減額 増減率

売上高 15,112 20,656 5,544 ―

営業利益 373 266 △106 ―

経常利益 347 253 △93 ―

当期純利益 16 △1,224 △1,240 ―

１株当たり当期純利益 2円91銭 △222円80銭 △225円71銭 ―

・売上高 19,651百万円 （―）

・セグメント利益 398百万円 （―）

ソフトバンク
ショップ

ａｕ
ショップ

docomo
ショップ

併売店 合計

当期首店舗数 35 13 2 2 52

当期における増加数 ― ― ― ― ―

当期における減少数 14 ― 2 2 18

当期末店舗数 21 13 ― ― 34
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② テレマーケティング事業

テレマーケティング事業につきましては、先行投資型のビジネスモデルとなっていることを踏まえ、来期以降の収

益に寄与する人員の拡大・育成を積極的に進めていたため、売上高は675百万円、営業利益は162百万円となっており

ます。

③ 不動産事業

不動産事業におきましては、東日本大震災による影響から、前期までは賃貸不動産の賃料減額を実施しておりまし

たが、今期から通常価格で賃貸契約を実施したこと及び前期中に締結した顧客との賃貸借契約が継続したことから、

売上高は18百万円、営業利益は７百万円となりました。

なお、主要賃貸不動産の毀損状況を踏まえ、その有効活用の可能性と今後発生することが見込まれる諸費用等を勘

案した結果、平成27年３月までに主要賃貸不動産の全部を売却することにいたしました。そのため、当社の営む不動

産事業の運営は、当連結会計年度をもって終了することになりました。

（注）平成27年３月期第３四半期連結累計期間より、従来の「不動産賃貸事業」のセグメント名称を「不動産事業」

に変更しております。

④ その他

震災の影響により通信回線サービス契約受付事業及びソーシャルアプリ事業につきましては営業を休止しておりま

すが、医療・介護事業において介護予防通所介護施設を運営しておりました。

その結果、売上高は311百万円、営業損失46百万円となっております。

なお、当社の連結子会社である株式会社京王ズライフクオリティにおいて運営しておりました医療・介護事業にお

きましては、経営状況の改善が困難であることに鑑み、今後の営業損失の発生の拡大を防ぐべく、平成27年３月31日

をもってその事業の全部を株式会社ユースポーツライフに譲渡いたしました。これに伴い、当連結会計年度をもっ

て、医療・介護事業の運営は終了いたしました。

(次期の見通し)

平成28年３月期の連結業績は、売上高は8,000百万円、営業利益は200百万円、経常利益は180百万円および親会社に

帰属する当期純利益は100百万円を予想しております。

・売上高 675百万円 （―）

・セグメント利益 162百万円 （―）

・売上高 18百万円 （―）

・セグメント利益 7百万円 （―）

・売上高 311百万円 （―）

・セグメント利益 △46百万円 （―）
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（２）財政状態に関する分析

① 資産、負債及び純資産の状況

（百万円未満切捨て）

当連結会計年度末における資産の状況は、前連結会計年度末と比較して、流動資産は763百万円増加して3,073百万

円となりました。これは主に固定資産の売却に伴う現金及び預金348万円の増加、売掛金の増加318百万円によるもの

であります。また、固定資産は2,152百万円減少して592百万円となりました。これは、償却および減損処理によるの

れんの減少1,175百万円、償却・売却による有形固定資産の減少753百万円によるものであります。その結果、総資産

額は1,396百万円減少し3,665百万円となりました。

負債の状況は、流動負債が57百万円増加し2,529百万円、固定負債は198百万円減少し94百万円となりました。これ

は主に買掛金の増加239百万円、償還による社債の減少285百万円によるものであります。その結果、負債総額は141百

万円減少し2,624百万円となりました。

純資産の状況は、1,254百万円減少し1,041百万円となりました。これは主に減損損失1,086百万円の計上によるもの

であります。

② キャッシュ・フローの状況

（百万円未満切捨て）

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末と比較して354百

万円増加して677百万円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりです。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は、290百万円減少し、34百万円となりました。これは主に決算期変更に伴う売掛金の

増加によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果得られた資金は、1,105百万円増加し、894百万円となりました。これは主に有形固定資産の売却に

よるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は、91百万円減少し、573百万円となりました。これは主に社債の償還によるものであ

ります。

平成25年10月期末 平成27年３月期末 増減額

資産合計 5,061百万円 3,665百万円 △1,396百万円

負債合計 2,765百万円 2,624百万円 △141百万円

純資産合計 2,296百万円 1,041百万円 △1,254百万円

自己資本比率 43.4％ 25.5％ △17.9％

１株当たり純資産 400.06円 170.27円 △229.79円

平成25年10月期
(平成24年11月１日～
平成25年10月31日)

平成27年３月期
(平成25年11月１日～
平成27年３月31日)

増減額

営業活動による
キャッシュ・フロー

324百万円 34百万円 △290百万円

投資活動による
キャッシュ・フロー

△211百万円 894百万円 1,105百万円

財務活動による
キャッシュ・フロー

△482百万円 △573百万円 △91百万円

現金及び現金同等物の
増減額

△362百万円 354百万円 717百万円

現金及び現金同等物の
期末残高

322百万円 677百万円 354百万円
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(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

自己資本比率 ：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率 ：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ ：キャッシュ・フロー／利払い

（注）１．いずれも連結ベースの財務諸表により計算しております。

２．株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

３．キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

４．有利子負債は、連結貸借対照表に記上されている負債のうち利子を支払って

いる全ての負債を対象としております。

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、株主の皆様に対する利益配分を経営の最重要課題の一つであると認識しております。配当金につきまして

は、業績を反映させるとともに、今後の事業計画、財務状況等を総合的に勘案したうえで実施することを基本方針と

しており、今後予想される経営環境の変化に対応すべく、経営体質および事業の強化のため必要な内部留保を確保し

つつ、実績に裏づけされた利益還元を行ってまいります。

（４）事業等のリスク

当社グループの事業展開その他に関するリスク要因となる可能性があると考えられる主な事項を記載しておりま

す。従いまして、当社はこれらリスク発生の可能性を認識したうえで発生の回避及び発生した場合の対応に努める方

針であります。

なお、以下の事項のうち将来に関する事項は、決算短信提出日現在において当社グループが判断したものであり、

実際の結果と異なる可能性があります。

（全般）

上場廃止について

当社は、平成27年４月28日、東京証券取引所（以下「東証」といいます。）より、平成27年４月28日をもって当社

株式を整理銘柄に指定し、平成27年５月29日付けで上場廃止とする旨の決定を受けました。

本決定は、当社グループ（当社及び連結子会社）の株式等の発行等を通じた資金調達を困難にする事情であり、調

達財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。また、本決定は、当社グループに対する社会的信用性の

大幅な低下をもたらすものであり、更なる信用性の低下が生じた場合には、従業員等の採用数の大幅な減少および離

職等により、財務状態および業績に重大な影響を及ぼす可能性があります。

平成22年10月期 平成23年10月期 平成24年10月期 平成25年10月期 平成27年３月期

自己資本比率 (%) 33.9 33.6 39.7 43.4 25.5

時価ベースの自己資本比率
(%)

25.9 17.8 27.4 37.9 72.8

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率 (%)

409.3 404.9 275.1 317.8 7.2

インタレスト・カバレッジ・
レシオ (倍)

10.9 11.1 16.1 14.2 4.1
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（移動体通信事業）

① 受取手数料について

移動体通信機器の販売代理店事業では、市場の成熟、個人消費の低迷等により厳しさが増しております。販売代理

店事業では、移動体通信キャリアが提供する移動体通信サービスへの加入契約や修理業務等の取次ぎを行うことによ

り手数料を収受しており、移動体通信キャリアの事業方針等の大幅な取引条件の変更等が生じた場合には、当社グル

ープの業績に重大な影響を及ぼす可能性があります。

また、今後の新たな料金プラン等の設定によるインセンティブ体系の変更も、同様に重大な影響を及ぼす可能性が

あります。

② 移動体通信機器の販売について

移動体通信機器の販売については、携帯電話普及率の上昇により新規契約の獲得競争が激しくなっております。ま

た、個人消費動向や、高機能・高付加価値な端末の販売や割賦販売制度によりユーザーの買い替えサイクルが長期化

しております。これらの傾向がさらに顕著になった場合には、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性がありま

す。

③ 移動体通信事業における競合について

移動体通信業界は、業界の成熟とともに移動体通信機器及びサービスの販売競争はますます激化しております。当

社は、移動体通信キャリアと移動体通信サービスの代理店契約を締結しておりますが、同様に移動体通信キャリアと

直接契約を締結している代理店は全国に多数あります。従いまして、今後の他社との競争状況及び業界内の再編状況

によっては、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。

④ 情報漏洩について

顧客情報管理については、最重要課題として体制構築に取り組んでおりますが、不測の事態により顧客情報に係る

紛失、漏洩等が発生した場合、当社グループに対する信頼の失墜、損害賠償請求等により、財政状態及び業績に影響

を及ぼす可能性があります。

（テレマーケティング事業）

① 受取手数料について

医療保険等第三分野の保険加入契約の取次ぎを行うことにより、その対価として手数料を収受しておりますが、受

取手数料の金額、支払対象期間、顧客の払込保険料に対する割合等の取引条件について、保険会社の事業方針等の大

幅な変更が生じた場合には、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。

② テレマーケティング事業の事業展開について

保険会社から業務委託を受け、保険加入率の向上等の営業努力を行っておりますが、保険事業の受注は、当該保険

会社の営業政策の変更により影響を受ける可能性があります。また、その保険会社及び取扱商品等に対する風評によ

り、新規保険契約数、保有保険契約の継続率等に影響を及ぼす可能性があります。

③ 情報漏洩について

保険の募集事業については、保険事業法の規制を受けており、当社は、保険会社の一次代理店として登録し、保険

募集人資格を有する社員が、コールセンターで保険契約の募集を行っております。また、加入契約者の個人情報及び

顧客情報管理については、最重要課題として体制構築に取り組んでおりますが、不測の事態により情報の紛失、漏洩

等が発生した場合、当社グループに対する信頼性の失墜、損害賠償請求等により、重大な影響を及ぼす可能性があり

ます。

（５）継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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２．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

【経営理念】

当社及び当社グループは、「コミュニケーション」をキーワードに、コンシューマービジネスに特化し、お客様に

様々なサービスを提供いたします。

【行動指針】

① お客様第一主義を基本に満足度向上を目指しております。

② 常に株主様に対して、適切な利益還元と情報開示により信頼に応え、継続的な成長と企業価値の向上を目指し

ております。

③ お客様と接するのは従業員であるため、従業員の成長を促すためのＥＳ(従業員満足度)向上を目指しておりま

す。

④ 地域社会へ貢献し、環境との調和を図ることを目指しております。

（２）目標とする経営指標

当社グループは、営業利益を重要な経営指標とし、業務効率の向上を行うとともに、精度、納期およびコンプライ

アンスの徹底管理体制をつくり営業利益の拡大、安定的な利益率を目指してまいります。

（３）中長期的な会社の経営戦略

当社グループは、成長の原点である移動体通信事業のフィールドを中心に拡大し、既存事業の選択と集中に取組ん

でまいります。

また、新商材、商品の販売にチャレンジし続け、市場や事業の状況を判断しシフトチェンジしてまいります。 

（４）会社の対処すべき課題

１．適切な企業統治

当社は、平成27年４月28日、東京証券取引所（以下「東証」といいます。）より、平成27年４月28日をもって当社

株式を整理銘柄に指定し、平成27年５月29日付けで上場廃止とする旨の決定を受けました。

当社は、当社株式が上場廃止となる原因になった旧役員の排除を実現するなど、経営陣の刷新を図ったうえで内部

管理体制の改善に努めてまいりましたが、このような決定を受ける次第となりましたことを、誠に遺憾に思っており

ます。

今回の決定を真摯に受け止め、当社の今後の内部管理体制の再構築・再強化につなげてまいります。

２．移動体通信事業

移動体通信業界では、平成26年３月まで高額キャッシュバックによるのりかえ（MNP）顧客の獲得競争が過熱してお

りましたが、平成26年４月以降は落ち着きを見せております。そのような状況のなか、今後の規模拡大も見据えた積

極的な新卒採用などにより、東日本トップ代理店となることを目標とし、ステークホルダーと共存共栄を図るために

以下の点に努めてまいります。

① 基本の徹底

② 販売力の強化（社員の成長）

③ 販売チャネル(店舗数、エリア等)の強化

④ 将来を見据えた管理者人財の育成

⑤ コンプライアンスの徹底
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３．テレマーケティング事業

テレマーケティング事業におきましては、当該事業の価値を維持・向上させるため、以下の点に努めてまいりま

す。

① 成長性とコスト管理のバランス経営

② 将来を見据えた管理者人財の育成

③ コンプライアンスの徹底

４．人財育成への対応

当社グループは、移動体通信事業、テレマーケティング事業等の事業部門の種別を問わず、人材の優劣が将来の業

績を左右するとの考えから、人材への投資が最重要課題と認識しております。当社は、新卒・中途社員問わず優秀な

人材の採用と育成に注力するとともに、細やかなメンタルケア等ＥＳ（従業員満足度）への配慮を一層行い、人材の

質をさらに高めることで収益性との両立を目指してまいります。

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、国内外の同業他社との比較可能性を確保するため、会計基準につきましては日本基準を適用し

ております。
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４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年10月31日)

当連結会計年度
(平成27年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 341,711 689,751

売掛金 1,393,404 1,711,759

商品 257,367 437,963

繰延税金資産 248,545 42,134

その他 72,194 204,376

貸倒引当金 △2,511 △12,190

流動資産合計 2,310,711 3,073,794

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 413,220 281,614

減価償却累計額 △250,442 △222,799

建物及び構築物（純額） 162,777 58,815

車両運搬具 17,879 20,022

減価償却累計額 △16,408 △19,204

車両運搬具（純額） 1,470 818

工具、器具及び備品 245,377 171,101

減価償却累計額 △204,693 △155,863

工具、器具及び備品（純額） 40,684 15,237

土地 617,803 ―

建設仮勘定 5,867 210

有形固定資産合計 828,603 75,081

無形固定資産

のれん 1,490,858 315,159

その他 11,370 1,437

無形固定資産合計 1,502,228 316,597

投資その他の資産

投資有価証券 148,580 ―

長期貸付金 17,487 10,354

株主及び株主保有会社に対する金銭
債権

637,573 630,536

敷金及び保証金 221,504 183,413

繰延税金資産 18,676 ―

その他 8,024 6,566

貸倒引当金 △638,534 △630,536

投資その他の資産合計 413,311 200,333

固定資産合計 2,744,143 592,013

繰延資産

社債発行費 6,979 ―

繰延資産合計 6,979 ―

資産合計 5,061,834 3,665,808
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年10月31日)

当連結会計年度
(平成27年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,282,252 1,522,117

短期借入金 113,200 330,000

1年内返済予定の長期借入金 548,749 58,536

1年内償還予定の社債 90,000 ―

未払金 212,448 211,210

預り金 55,227 114,316

未払法人税等 77,818 74,744

未払消費税等 25,120 54,644

賞与引当金 49,642 48,140

役員賞与引当金 6,417 2,033

その他 11,842 114,046

流動負債合計 2,472,719 2,529,790

固定負債

社債 195,000 ―

長期借入金 69,976 87,804

その他 28,127 6,642

固定負債合計 293,103 94,446

負債合計 2,765,823 2,624,237

純資産の部

株主資本

資本金 1,199,086 1,199,086

資本剰余金 822,760 822,760

利益剰余金 175,852 △1,076,151

自己株式 △9,798 △9,878

株主資本合計 2,187,900 935,816

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 10,890 ―

その他の包括利益累計額合計 10,890 ―

少数株主持分 97,220 105,754

純資産合計 2,296,011 1,041,571

負債純資産合計 5,061,834 3,665,808
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)

前連結会計年度
(自 平成24年11月１日
至 平成25年10月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年11月１日
至 平成27年３月31日)

売上高 15,112,464 20,656,788

売上原価 12,535,549 17,155,772

売上総利益 2,576,915 3,501,015

販売費及び一般管理費 2,203,888 3,234,694

営業利益 373,027 266,321

営業外収益

受取利息 658 632

貸倒引当金戻入額 3,818 5,061

受取助成金 8,801 3,550

為替差益 6,361 ―

雑収入 ― 31,340

投資有価証券売却益 ― 24,566

その他 7,914 0

営業外収益合計 27,554 65,152

営業外費用

支払利息 20,493 8,321

休止固定資産関係費用 22,904 21,813

貸倒引当金繰入額 ― 12,190

雑損失 ― 27,443

その他 9,527 7,866

営業外費用合計 52,925 77,635

経常利益 347,656 253,838

特別利益

新株予約権戻入益 1,249 ―

固定資産売却益 ― 103,058

受取補償金 22,728 17,317

預り敷金償却益 21,210 ―

災害損失引当金戻入額 16,500 ―

事業譲渡益 ― 27,297

その他 4,314 799

特別利益合計 66,002 148,473

特別損失

固定資産除却損 155,575 13,111

減損損失 6,373 1,086,152

災害による損失 1,585 ―

不正関連損失引当金繰入 ― 98,830

不明支出金損失 65,910 29,767

商品評価損 ― 20,013

投資有価証券評価損 ― 19,200

その他 3,500 25,028

特別損失合計 232,944 1,292,103

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期
純損失（△）

180,714 △889,791

法人税、住民税及び事業税 39,909 109,204

法人税等調整額 89,418 224,211

法人税等合計 129,328 333,415

少数株主損益調整前当期純利益又は少数株主損
益調整前当期純損失（△）

51,386 △1,223,207

少数株主利益又は少数株主損失（△） 35,347 1,315
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当期純利益又は当期純損失（△） 16,039 △1,224,523
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連結包括利益計算書

(単位：千円)

前連結会計年度
(自 平成24年11月１日
至 平成25年10月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年11月１日
至 平成27年３月31日)

少数株主損益調整前当期純利益又は少数株主損
益調整前当期純損失（△）

51,386 △1,223,207

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 11,186 △10,890

その他の包括利益合計 11,186 △10,890

包括利益 62,573 △1,234,098

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 27,226 △1,235,413

少数株主に係る包括利益 35,347 1,315
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（平成24年11月１日～平成25年10月31日）

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,199,086 822,760 270,229 △9,798 2,282,277

誤謬の訂正による

累積的影響額
△82,935 △82,935

遡及処理後当期首残高 1,199,086 822,760 187,293 △9,798 2,199,341

当期変動額

剰余金の配当 △27,480 △27,480

当期純利益 16,039 16,039

自己株式の取得

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 △11,441 △11,441

当期末残高 1,199,086 822,760 175,852 △9,798 2,187,900

その他の包括利益累計額

新株予約権 少数株主持分 純資産合計その他有価証券評価

差額金

その他の包括利益累

計額合計

当期首残高 △296 △296 1,249 1,743 2,284,974

誤謬の訂正による

累積的影響額
60,129 △22,806

遡及処理後当期首残高 △296 △296 1,249 61,872 2,262,167

当期変動額

剰余金の配当 △27,480

当期純利益 16,039

自己株式の取得

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
11,186 11,186 △1,249 35,347 45,284

当期変動額合計 11,186 11,186 △1,249 35,347 33,843

当期末残高 10,890 10,890 － 97,220 2,296,011
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当連結会計年度（平成25年11月１日～平成27年３月31日）

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,199,086 822,760 175,852 △9,798 2,187,900

誤謬の訂正による

累積的影響額

遡及処理後当期首残高 1,199,086 822,760 175,852 △9,798 2,187,900

当期変動額

剰余金の配当 △27,480 △27,480

当期純利益 △1,224,523 △1,224,523

自己株式の取得 △79 △79

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 △1,252,003 △79 △1,252,083

当期末残高 1,199,086 822,760 △1,076,151 △9,878 935,816

その他の包括利益累計額

新株予約権 少数株主持分 純資産合計その他有価証券評価

差額金

その他の包括利益累

計額合計

当期首残高 10,890 10,890 ― 97,220 2,296,011

誤謬の訂正による累積

的影響額

遡及処理後当期首残高 10,890 10,890 ― 97,220 2,296,011

当期変動額

剰余金の配当 △27,480

当期純利益 △1,224,523

自己株式の取得 △79

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△10,890 △10,890 8,534 △2,356

当期変動額合計 △10,890 △10,890 8,534 △1,254,438

当期末残高 ― ― ― 105,754 1,041,571
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前連結会計年度
（自 平成24年11月１日
至 平成25年10月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年11月１日
至 平成27年３月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前
当期純損失（△）

180,714 △889,791

減価償却費 84,924 59,654

減損損失 6,373 1,086,152

のれん償却額 114,883 163,751

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,818 2,856

賞与引当金の増減額（△は減少） 9,723 △5,885

不正関連損失引当金の増減額(△は減少) ― 49,560

受取利息及び受取配当金 △1,079 △632

支払利息 20,493 8,321

為替差損益（△は益） ― 0

固定資産売却損益（△は益） ― △93,826

固定資産除却損 155,575 13,111

受取補償金 △22,728 △17,317

不明支出金損失 65,910 29,767

新株予約権戻入益 △1,249 ―

売上債権の増減額（△は増加） 82,908 △318,354

たな卸資産の増減額（△は増加） 36,946 △181,023

未収入金の増減額（△は増加） 2,222 18,309

未収消費税等の増減額（△は増加） 127 △224

未払消費税等の増減額（△は減少） △4,079 29,524

仕入債務の増減額（△は減少） △7,246 239,864

未払金の増減額（△は減少） △42,432 △1,237

預り金の増減額（△は減少） △181,189 59,089

その他 △48,396 △126,872

小計 448,584 124,796

利息及び配当金の受取額 676 225

利息の支払額 △22,859 △8,427

法人税等の支払額 △58,951 △70,005

法人税等の還付額 106 0

補償金の受取額 22,728 17,317

不明支出金損失額 △65,910 △29,767

営業活動によるキャッシュ・フロー 324,374 34,137
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(単位：千円)

前連結会計年度
（自 平成24年11月１日
至 平成25年10月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年11月１日
至 平成27年３月31日）

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 ― 10,000

有形固定資産の取得による支出 △82,480 △22,724

有形固定資産の売却による収入 ― 733,332

無形固定資産の取得による支出 △1,458 ―

投資有価証券の取得による支出 △121,218 △2,997

投資有価証券の売却による収入 ― 136,749

敷金及び保証金の差入による支出 △26,524 △40,440

敷金及び保証金の回収による収入 6,332 74,638

役員に対する金銭債権の減少に伴う収入 9,000 ―

株主に対する金銭債権の増加に伴う支出 △340 ―

株主に対する金銭債権の減少に伴う収入 4,159 4,861

株主保有会社に対する金銭債権の増加に伴
う支出

― △421

株主保有会社に対する金銭債権の減少に伴
う収入

― 421

貸付けによる支出 △1,150 △1

貸付金の回収による収入 2,620 736

投資活動によるキャッシュ・フロー △211,059 894,155

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 210,000 640,000

短期借入金の返済による支出 △208,800 △423,200

長期借入れによる収入 ― 200,000

長期借入金の返済による支出 △362,399 △672,384

長期未払金の返済による支出 △3,781 △5,503

社債の償還による支出 △90,000 △285,000

配当金の支払額 △27,183 △27,372

自己株式の取得による支出 ― △79

財務活動によるキャッシュ・フロー △482,163 △573,540

現金及び現金同等物に係る換算差額 6,361 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △362,487 354,753

現金及び現金同等物の期首残高 685,484 322,997

現金及び現金同等物の期末残高 322,997 677,751
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

前連結会計年度（自 平成24年11月１日 至 平成25年10月31日）

（単位：千円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療・介護事業等を含んでお

ります。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△149,146千円には、セグメント間取引消去△73千円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△149,073千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

３．セグメント資産の調整額542,566千円には、各報告セグメントに配分していない全社資産が含まれておりま

す。全社資産の主なものは余裕資金（現金及び預金並びに投資有価証券）であります。

４．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注)2,3

連結損益計
算書計上額

(注)4
移動体通信

事業

テレマーケ
ティング事

業
不動産事業 計

売上高

外部顧客への
売上高

14,288,085 618,648 15,734 14,922,468 189,996 15,112,464 ― 15,112,464

セグメント間の
内部売上高

― ― ― ― 73 73 △73 ―

計 14,288,085 618,648 15,734 14,922,468 190,069 15,112,538 △73 15,112,464

営業費用 13,945,822 386,318 14,626 14,346,766 243,597 14,590,364 149,073 14,739,437

セグメント
利益又は損失(△)

342,263 232,330 1,107 575,701 △53,528 522,173 △149,146 373,027

セグメント資産 3,520,515 228,713 638,076 4,387,305 131,962 4,519,267 542,566 5,061,834

セグメント負債 1,939,297 159,595 21,320 2,120,213 52,056 2,172,269 593,553 2,765,823

その他の項目

減価償却費 41,516 8,237 5,607 55,361 12,623 67,985 16,939 84,924

のれんの償却費 114,883 ― ― 114,883 ― 114,883 ― 114,883

特別利益 22,728 ― ― 22,728 ― 22,728 43,274 66,002

(受取補償金) 22,728 ― ― 22,728 ― 22,728 ― 22,728

(債務消滅益) ― ― ― ― ― ― ― ―

特別損失 3,353 1,141 153,807 158,302 6,373 164,675 68,268 232,944

(減損損失) ― ― ― ― 6,373 6,373 ― 6,373

有形固定資産及
び無形固定資産
の増加額

57,120 9,767 ― 66,887 10,129 77,017 1,454 78,471
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当連結会計年度（自 平成25年11月１日 至 平成27年３月31日）

（単位：千円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療・介護事業等を含んでお

ります。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△255,897千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用で

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント資産の調整額△321,248千円には、各報告セグメントに配分していない全社資産が含まれており

ます。全社資産の主なものは余裕資金（現金及び預金並びに投資有価証券）であります。

４．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注)2,3

連結損益計
算書計上額

(注)4
移動体通信

事業

テレマーケ
ティング事

業
不動産事業 計

売上高

外部顧客への
売上高

19,651,209 675,855 18,210 20,345,275 311,513 20,656,788 ― 20,656,788

セグメント間の
内部売上高

― ― ― ― ― ― ― ―

計 19,651,209 675,855 18,210 20,345,275 311,513 20,656,788 ― 20,656,788

営業費用 19,252,516 513,090 10,620 19,776,227 358,342 20,134,569 255,897 20,390,467

セグメント
利益又は損失(△)

398,692 162,764 7,590 569,048 △46,828 522,219 △255,897 266,321

セグメント資産 3,009,718 730,569 ― 3,740,288 246,768 3,987,056 △321,248 3,665,808

セグメント負債 1,872,095 92,561 537 1,965,195 16,763 1,981,958 △642,278 2,624,237

その他の項目

減価償却費 38,275 6,903 2,241 47,420 9,078 56,498 3,156 59,654

のれんの償却費 162,751 ― ― 162,751 1,000 163,751 ― 163,751

特別損失 934,358 6,851 70,297 1,011,507 34,565 1,046,072 245,230 1,291,303

(固定資産除損) 9,571 ― ― 9,571 ― 9,571 3,539 13,111

(固定資産売却
損)

― ― 8,842 8,842 ― 8,842 389 9,232

(減損損失) 909,047 ― 61,455 970,502 15,365 985,867 100,285 1,086,152

(商品評価損) 13,162 6,851 ― 20,013 ― 20,013 ― 20,013

有形固定資産及
び無形固定資産
の増加額

15,724 9,914 270 25,909 1,659 27,568 2,060 29,628
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(１株当たり情報)

（注）算定上の基礎

１． １株当たり純資産額

２． １株当たり当期純利益金額

項目
前連結会計年度

（自 平成24年11月１日
至 平成25年10月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年11月１日
至 平成27年３月31日）

１株当たり純資産額 400円06銭 170円27銭

１株当たり当期純利益又は
１株当たり当期純損失（△）

2円91銭 △222円80銭

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

潜在株式調整後１株当たり当期純利
益については、潜在株式が存在しな
いため記載しておりません。

潜在株式調整後１株当たり当期純利
益については、１株当たり当期純損
失であること及び潜在株式が存在し
ないため記載しておりません。

前連結会計年度
（平成25年10月31日）

当連結会計年度
（平成27年３月31日）

貸借対照表の純資産の部の合計額
(千円)

2,296,011 1,041,571

普通株式に係る純資産額(千円) 2,198,790 935,816

差額の主な内訳 (千円)

少数株主持分 97,220 105,754

普通株式の発行済株式数(株) 5,614,600 5,614,600

普通株式の自己株式数 (株) 118,500 118,650

１株当たり純資産額の算定に
用いられた普通株式の数(株)

5,496,100 5,495,950

前連結会計年度
（自 平成24年11月１日
至 平成25年10月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年11月１日
至 平成27年３月31日）

損益計算書上の当期純利益又は
当期純損失（△） (千円)

16,039 △1,224,523

普通株式に係る当期純利益又は
当期純損失（△） (千円)

16,039 △1,224,523

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 5,496,100 5,496,057

希薄化効果を有しないため、潜在株
式調整後１株当たり当期純利益の算
定に含まれなかった潜在株式の概要

― ―
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(重要な後発事象)

１ 移動体通信事業の運営会社の分社化について

当社の連結子会社である株式会社京王ズコミュニケーション（以下「KC」といいます。）は、従来から、キャリ

アの種別と問わず移動体通信事業全般を主たる事業として活動しておりましたが、各移動体通信キャリアに応じた

販売戦略その他事業活動にかかる決定の柔軟化・迅速化を実現し、更なる競争力の向上を図るため、平成27年４月

１日をもってKCのソフトバンクショップの運営業務に関する事業を、当社の連結子会社である株式会社京王ズ

FORCITE（以下「KF」といいます。）に譲渡いたしました（以下「本事業譲渡」といいます）。

今後、本事業譲渡により、KCではauショップの運営事業に特化し、KFではソフトバンクショップの運営事業に特

化することになります。

なお、この事業譲渡は、当社グループ間において行われる取引であるため、当社の個別および連結業績に与える

影響は軽微でございます。

２ 上場廃止について

当社は、平成27年４月28日、東京証券取引所（以下「東証」といいます。）より、平成27年４月28日をもって当

社株式を整理銘柄に指定し、平成27年５月29日付けで上場廃止とする旨の決定を受けました。この決定の要旨は、

下記のとおりであります。

当社は、当社株式が上場廃止となる原因になった旧役員の排除を実現するなど、経営陣の刷新を図ったうえで内

部管理体制の改善に努めてまいりましたが、このような決定を受ける次第となりましたことを、誠に遺憾に思って

おります。

今回の決定を真摯に受け止め、当社の今後の内部管理体制の再構築・再強化につなげてまいる所存でございます

ので、関係者の皆様におかれましては、ご理解とご支援を賜りますよう、改めてお願い申しあげます。

記

(1) 上場廃止及び整理銘柄指定

ア 銘柄

 株式会社京王ズホールディングス 株式 （コード：3731 市場区分：東証マザーズ）

イ 整理銘柄指定期間

 平成27年４月28日(火)から平成27年５月28日(木)まで

ウ 上場廃止日

 平成27年５月29日(金)

エ 適用条文

 有価証券上場規程第603条第１項第６号（関連規則は同規程第601条第１項第12号）

（上場契約違反等において、特設注意市場銘柄への指定から３年を経過し、内部管理体制に引き続き問題

がある場合に該当するため）

※東証が速やかに上場廃止すべき事情が生じたと判断した場合、イ及びウの日が変更されることがござい

ます。

オ 上場廃止理由

東証によると、表記の詳細は次のとおりであるとのことでございます。

東証は、当社が、創業者である元代表取締役社長（以下「元社長」といいます。）への不正な資

金流出や、販売奨励金による売上高の過大計上を行っていたこと等（以下「前不正行為」といいます。）

により、平成18年10月期から平成23年10月期第３四半期までの有価証券報告書等に係る訂正報告書を、平

成23年12月22日に提出した件について、当社における取締役の監督機能や監査役の監視機能の不全に加

え、会計組織の適切な整備・運用が行われていないなどの内部管理体制等の長期間に及ぶ著しい不備が認

められたことから、当社の内部管理体制等について改善の必要性が高いと認め、平成24年１月18日に当社

株式を特設注意市場銘柄に指定しました。

また、当社は、会社風土の抜本的改革、監査体制の改新、内部監査室による監査の実効化、関係者の処

分等の再発防止策を掲げ、内部管理体制等の改善に取り組む旨を開示していましたが、東証は、平成25年

４月30日及び平成26年５月30日に、当社の内部管理体制等が十分に改善されたとは確認できなかったた
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め、特設注意市場銘柄指定を継続する決定をしました。そのため、当社は、平成26年６月27日に、社内

諸規則及び内部統制の適切な整備・運用の実施、内部監査の適切な実施等の更なる改善策を開示していま

した。

今般、平成27年１月18日をもって当該指定から３年が経過したため、同日より当社株式を監理銘柄（審

査中）に指定したうえで、当社の内部管理体制等の状況につき、改めて確認を行いました。

当社は、上記の再発防止策を掲げ、それらが進捗している旨を東証に対して説明していた一方で、平成26

年３月までの間、元社長らに対して引き続き不正な資金流出をさせていたこと（以下「本不正行為」とい

います。）が平成27年１月に判明いたしました。本不正行為は、当時の代表取締役及び前不正行為に関与

していたことから役員を退任し、社員として在籍していた者らが前不正行為とは異なる手口により実施し

たものでありました。

本不正行為に関して、内部監査においてその一端が発見され、一部の取締役及び監査役は遅くとも平成

26年４月ごろまでには、かかる事実を認識しておりました。しかしながら、当該事実が露呈すれば、特設

注意市場銘柄の解除審査に悪影響を与える等と考え、同年12月に外部機関からの指摘を受けるまで、当社

において定められた不正発見時に採るべき手続きの履行等の必要な対応を怠っていたことが判明いたしま

した。

その後においても、不正行為の再発防止及び不正発見時に適切な対応を行うための仕組みが総じて確立

されていないことが判明いたしました。

また、本不正行為等に起因して、平成27年１月15日から19日に、平成23年10月期から平成27年３月期第

３四半期までの有価証券報告書等の訂正報告書等を提出したものの、外部に委託して作成した当該訂正報

告書等の確認において、本不正行為に係る訂正項目に誤りがあったにもかかわらず、これを見落とし、同

年２月19日及び20日に当該訂正報告書等の再訂正を行いました。更に、同年４月21日には、子会社におけ

る売上計上等に関して不適切な会計処理がされていたことも判明しております。その他、稟議決裁におけ

る規程が遵守されていないこと等も判明いたしました。

これらを踏まえると、当社は、内部管理体制等の改善が進捗していることを装いつつ、不正な資金流出

を継続させており、取締役の監督や監査役の監視及び内部監査についてもその機能を喪失させていたと認

められます。その後においても、不正行為の再発防止及び不正発見時に適切な対応を行うための仕組みが

確立されておらず、更には、決算開示体制及び社内諸規則の整備・運用状況にも問題があると認められま

す。

以上
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５．個別財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成25年10月31日)

当事業年度
(平成27年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 130,669 93,399

売掛金 3,859 ―

前払費用 2,496 687

繰延税金資産 244,081 38,547

関係会社短期貸付金 280,233 489,067

関係会社短期債権 937,972 1,868,792

その他 281 118,585

貸倒引当金 △88,584 △1,157,219

流動資産合計 1,511,010 1,451,860

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 39,000 24,898

減価償却累計額 △20,891 △23,659

建物及び構築物（純額） 18,109 1,239

車両運搬具 11,521 11,031

減価償却累計額 △10,945 △11,031

車両運搬具（純額） 576 ―

工具、器具及び備品 7,915 9,975

減価償却累計額 △5,265 △6,871

工具、器具及び備品（純額） 2,649 3,103

土地 617,803 ―

有形固定資産合計 639,137 4,342

無形固定資産

ソフトウエア 4,477 ―

その他 159 ―

無形固定資産合計 4,636 ―

投資その他の資産

投資有価証券 129,380 ―

関係会社株式 408,429 8

関係会社長期貸付金 415,850 694,952

株主及び株主保有会社に対する金銭
債権

765,682 756,662

敷金及び保証金 3,430 5,034

繰延税金資産 18,676 ―

その他 4,964 4,003

貸倒引当金 △779,143 △769,162

投資その他の資産合計 967,269 691,498

固定資産合計 1,611,043 695,840

繰延資産

社債発行費 6,979 ―

繰延資産合計 6,979 ―

資産合計 3,129,033 2,147,701

負債の部

流動負債

買掛金 223 ―

短期借入金 113,200 330,000

1年内返済予定の長期借入金 65,992 58,536
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1年内償還予定の社債 90,000 ―

未払金 42,079 24,021

未払費用 1,070 ―

未払法人税等 25,939 28,975

未払消費税等 1,548 10,209

前受金 1,318 97

預り金 7,049 3,569

賞与引当金 2,783 4,264

役員賞与引当金 6,417 2,033

不正関連損失引当金 ― 49,560

その他 11,149 627,997

流動負債合計 368,770 1,139,263

固定負債

社債 195,000 ―

長期借入金 40,026 87,804

長期預り保証金 8,285 30

関係会社損失引当金 48,034 48,251

その他 11,577 4,100

固定負債合計 302,923 140,186

負債合計 671,693 1,279,450

純資産の部

株主資本

資本金 1,199,086 1,199,086

資本剰余金

資本準備金 69,874 69,874

その他資本剰余金 752,886 752,886

資本剰余金合計 822,760 822,760

利益剰余金

利益準備金 8,244 10,992

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 426,156 △1,154,709

利益剰余金合計 434,400 △1,143,717

自己株式 △9,798 △9,878

株主資本合計 2,446,448 868,250

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 10,890 ―

評価・換算差額等合計 10,890 ―

純資産合計 2,457,339 868,250

負債純資産合計 3,129,033 2,147,701
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（２）損益計算書

(単位：千円)

前事業年度
(自 平成24年11月１日
至 平成25年10月31日)

当事業年度
(自 平成25年11月１日
至 平成27年３月31日)

売上高

関係会社受入手数料 647,964 764,370

不動産事業売上高 15,734 18,210

売上高合計 663,698 782,580

売上原価 9,650 9,960

売上総利益 654,047 772,620

販売費及び一般管理費

役員報酬 80,211 115,058

給料手当及び賞与 70,009 106,053

賞与引当金繰入額 1,406 1,762

役員賞与引当金繰入額 11,857 12,021

法定福利及び厚生費 19,369 32,730

減価償却費 16,939 3,156

管理諸費 28,753 39,551

支払手数料 26,260 99,597

その他 51,449 104,653

販売費及び一般管理費合計 306,258 514,585

営業利益 347,789 258,035

営業外収益

受取利息 17,566 18,709

投資有価証券売却益 ― 24,566

その他 9,871 6,077

営業外収益合計 27,437 49,353

営業外費用

支払利息 6,402 5,284

社債利息 1,836 887

貸倒引当金繰入額 26,235 1,066,084

休止固定資産関係費用 13,773 6,463

その他 3,643 13,566

営業外費用合計 51,891 1,092,285

経常利益又は経常損失（△） 323,335 △784,896

特別利益

新株予約権戻入益 1,249 ―

預り敷金償却益 21,210 ―

災害損失引当金戻入額 16,500 ―

固定資産売却益 ― 103,058

貸倒引当金戻入額 ― 2,782

その他 4,314 1,091

特別利益合計 43,274 106,932

特別損失

固定資産除却損 152,222 3,539

貸倒引当金繰入額 25,080 ―

関係会社株式評価損 ― ―

関係会社損失引当金繰入額 501 216

災害による損失 1,585 ―

不正関連損失引当金繰入 ― 98,830

不明支出金損失 65,910 29,767

減損損失 ― 461,034

その他 4,600 15,232
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特別損失合計 249,899 608,620

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） 116,710 △1,286,584

法人税、住民税及び事業税 △18,780 39,842

法人税等調整額 89,418 224,211

法人税等合計 70,637 264,053

当期純利益又は当期純損失（△） 46,072 △1,550,637
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（平成24年11月１日～平成25年10月31日）

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本合

計資本準備金
その他資本

剰余金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益剰

余金

当期首残高 1,199,086 69,874 752,886 822,760 5,496 410,312 415,808 △9,798 2,427,856

当期変動額

当期純利益 46,072 46,072 46,072

剰余金の配当 2,748 △30,228 △27,480 △27,480

自己株式の取得

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 2,748 15,844 18,592 18,592

当期末残高 1,199,086 69,874 752,886 822,760 8,244 426,156 434,400 △9,798 2,446,448

評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計その他有価

証券評価差

額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △296 △296 1,249 2,428,809

当期変動額

当期純利益 46,072

剰余金の配当 △27,480

自己株式の取得

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
11,186 11,186 △1,249 9,937

当期変動額合計 11,186 11,186 △1,249 28,529

当期末残高 10,890 10,890 － 2,457,339
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当事業年度（平成25年11月１日～平成27年３月31日）

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計
資本準備金

その他資本

剰余金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰

余金 利益剰余金合

計繰越利益剰余

金

当期首残高 1,199,086 69,874 752,886 822,760 8,244 426,156 434,400 △9,798 2,446,448

当期変動額

当期純利益 △1,550,637 △1,550,637 △1,550,637

剰余金の配当 2,748 △30,228 △27,480 △27,480

自己株式の取得 △79 △79

株主資本以外の

項目の当期変動額

（純額）

当期変動額合計 2,748 △1,580,866 △1,578,118 △79 △1,578,197

当期末残高 1,199,086 69,874 752,886 822,760 10,992 △1,154,709 △1,143,717 △9,878 868,250

評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計その他有価

証券評価差

額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 10,890 10,890 － 2,457,339

当期変動額

当期純利益 △1,550,637

剰余金の配当 △27,480

自己株式の取得 △79

株主資本以外の

項目の当期変動額

（純額）

△10,890 △10,890 △10,890

当期変動額合計 △10,890 △10,890 △1,589,088

当期末残高 ― ― ― 868,250
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（４）個別財務諸表に関する注記事項

(１株当たり情報)

（注）算定上の基礎

１． １株当たり純資産額

２． １株当たり当期純利益金額又は潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

項目
前事業年度

（自 平成24年11月１日
至 平成25年10月31日）

当事業年度
（自 平成25年11月１日
至 平成27年３月31日）

１株当たり純資産額 447円47銭 157円98銭

１株当たり当期純利益又は
１株当たり当期純損失（△）

8円38銭 △282円13銭

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

潜在株式調整後１株当たり当期純利
益については、潜在株式が存在しな
いため記載しておりません。

潜在株式調整後１株当たり当期純利
益については、１株当たり当期純損
失であること及び潜在株式が存在し
ないため記載しておりません。

前事業年度
（平成25年10月31日）

当事業年度
（平成27年３月31日）

貸借対照表の純資産の部の合計額
(千円)

2,457,339 868,250

普通株式に係る純資産額 (千円) 2,457,339 868,250

普通株式の発行済株式数 (株) 5,614,600 5,614,600

普通株式の自己株式数 (株) 118,500 118,650

１株当たり純資産額の算定に
用いられた普通株式の数 (株)

5,496,100 5,495,950

前事業年度
（自 平成24年11月１日
至 平成25年10月31日）

当事業年度
（自 平成25年11月１日
至 平成27年３月31日）

損益計算書上の当期純利益又は
当期純損失（△） (千円)

42,073 △1,550,637

普通株式に係る当期純利益又は
当期純損失（△） (千円)

42,073 △1,550,637

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 5,496,100 5,496,057

希薄化効果を有しないため、潜在株
式調整後１株当たり当期純利益の算
定に含まれなかった潜在株式の概要

― ―
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